
ファインバブルによる地球に優しい環境技術

想定される適⽤分野・⽤途・業界 産業界へのアピールポイント

(社会背景・⽬的）
ファインバブルは、⽔と空気から⽣成することが可能で
あり、多⼤な⽐表⾯積と表⾯の帯電性に由来する優れた
油分吸着能、そして経済的かつ低環境負荷などの理由か
ら、SDGsに対応した優れた技術と⾔えます。
本研究室ではファインバブルと微量の添加剤のみを使⽤
した環境負荷の少ない、環境精密洗浄⽅法などを提案し
てきました。
(概 要）
ものつくり⼤学クリーンルームに設置した、⾼濃度オゾ
ンマイクロバブル発⽣装置にて、ウエハ上の有機汚染、
⾦属汚染除去の可能性を評価しました（図1参照）
⽯垣島川平湾の珊瑚礁保全のために、ベチバーグリーン
ベルトによる⾚⼟等流出防⽌対策が⾏われています。⾃
然利⽤ベチバー⽔耕栽培を提案しています（図2参照）。
(期待される効果）
ファインバブル技術を利⽤して薬液フリーで⾏える可能
性があり、環境にやさしい、サステナブルな技術を実現
できる。また、ベチバー⽔耕栽培により⾃然で効率的な
ベチバーの⽣産が可能と考えられる。
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研究内容(社会背景・⽬的、概要、期待される効果）

●環境負荷の少ない環境精密洗浄技術
●⾃然利⽤アクアポニック⽔耕栽培

●薬液フリー化でコストダウンの達成
●未来型植物⼯場の提案
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